
 次世代型土壌病害診断・対策支援技術の開発 

〔研究タイプ〕 
 研究成果実用型A 
〔研究期間〕 
平成２５年～２７年（３年間） 

25056C 
分  野 適応地域 

農業－病害虫 

 土壌消毒剤使用の低減を図るため、使用の要否の判断基準となり得る次世代型の「土壌病害診断技術」

およびその診断結果に基づき生産者の意思決定を支援する「対策支援技術」を開発し、普及機関向けの「診

断・対策支援マニュアル（ヘソディムマニュアル）」を作成する。  

① ショウガ根茎腐敗病菌の高感度診断技術（補足法）等が開発され、それらの講習等を、農業改良普及所
職員や生産者に対して実施している。一部民間企業で補足法の受託事業化の検討が始まっている。 

② 開発された土壌伝染性ウイルスの診断技術を活用して、チューリップ生産地において土壌伝染性ウイル
ス病対策のためのヘソディムが実践され被害の軽減が図られた。成果はプレスリリースされた。 

③ 作成したヘソデイムマニュアルは、多くの関係者に活用してもらうためWebで公開している。 

 

① 全国９県の各種土壌病害を対象に診断・対策支援技術を開発し、のべ１４の普及員や指導者向けのヘソ
ディムマニュアルを作成した。 

② 土壌病害の診断に役立つ菌媒介ウイルスの検出・定量法、DRC診断法、PCR-DGGE法の高度化・低コス
ト化手法を開発し、試験研究機関担当者向けの「診断のための技術情報マニュアル」を作成した。 

③ 開発したDRC診断法および一部の診断・対策支援技術についての実証を民間企業が行い、それらの有
効性を明らかにした。 

〔研究グループ〕 
（研）農業環境技術研究所、高知県農業技術センター、長崎県農林技術開発センター、 
群馬県農業技術センター、茨城県農業総合センター園芸研究所、長野県野菜花き試験 
場、兵庫県立農林水産技術総合センター、香川県農業試験場、三重県農業研究所、 
静岡県農林技術研究所、富山県農林水産総合技術センター、（研）農研機構・近畿中国 
四国農業研究センター、（株）リーゾ、（株）正八つくば、（株）ウエルシード、高知県中央 
西農業振興センター高知農業改良普及所、長崎県島原振興局、群馬県農政部技術支 
援課、茨城県県西農林事務所板東地域農業普及改良センター、香川県西讃農業改良 
普及センター、三重県中央農業改良普及センター、静岡県中遠農林事務所 
〔研究総括者〕 
（研）農業環境技術研究所 吉田 重信 

① ムリ・ムダのない土壌消毒剤の使用等により低投入持続型農業の推進が図られ、安全・安心な野菜等の
安定的供給に貢献する。 

② 病害防除の低コスト化、生産者収益の向上が図られ、その地域経済の安定化や向上が期待できる。 

 

 

全国 

農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業（実用技術開発ステージ）/研究紹介２０１６ 

１ 研究の背景・目的・目標 

２ 研究の内容・主要な成果 

３ 開発した技術･成果の実用化・普及の実績及び取り組み状況 

４ 開発した技術・成果が普及することによる国民生活への貢献 

公表した主な特許・品種・論文 
① Ikeda, K. et al. A useful method for preparing microsclerotial inoculum of Verticillium dahliae.  J. Gen. Plant 

Pathol. 80, 475-478 (2014). 

② Momonoi K. et al. Quantification of Mirafiori lettuce big-vein virus and its vector, Olpidium virulentus, from soil   
using real-time PCR.  Plant Pathology 64, 825–830 (2015).   

③ 長瀬陽香他．ハクサイ黄化病発生圃場におけるPCR-DGGE法に基づく土壌微生物相の多様性と発病程度との関 
係の解析．日植病報 81, 9-21 （2015）  
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問い合わせ先：農研機構 農業環境変動研究センター（吉田重信） TEL 02９-838-8355 

（25056C）次世代型土壌病害診断・対策支援技術の開発 

主要な成果、実用化・普及の取り組み 

①ショウガ根茎腐敗病、キャベツバーティシリウム萎凋病等の１０病害を対象とした個別マニュアルを収録 
②各対象病害で開発された診断手順、調査方法、評価方法、対策技術等を記載 
③普及員や指導者が現場で活用してもらえるよう、各事項をわかりやすく解説 
④（研）農業環境技術研究所のWebサイトから自由にダウンロード可能 

「診断のための技術情報マニュアル」
を作成・公開 

①効率的な診断に役立つ手法を開発、マニュアルに記載 
②公設・民間試験研究機関担当者が活用してもらえる  
 よう、わかりやすく解説 
③ （研）農業環境技術研究所のWebサイトから自由に 
 ダウンロード可能 

菌媒介ウイルスの 
高度検出・定量法 DRC診断のため

の実用的手法 
より低コストなPCR-
DGGE解析手法 

現地での診断・対策支援の実証 

背景・目的 

収録 

収録 

①発病ポテンシャルが中程度の圃場： 
 評価基準に基づく対策を講じた結果、発病株率の軽 
 減に成功 
 

②発病ポテンシャルが低い圃場： 
 土壌消毒剤不使用でも発病は見られず、薬剤の使用 
 コスト削減に成功 

生産者との 
打合せの様子 

ハクサイ根こぶ病
を対象としたヘソ
ディムの実証 

ムリ・ムダのない土壌消毒剤の使用で、安全・安心な野菜等の安定的供給に貢献 
持続的な土壌病害管理を実施、生産者のコスト削減に貢献 

国民生活への貢献 

病害毎の「ヘソ
ディムマニュア
ル」を作成・公開 

ヘソディム

ヘソディム（HeSoDiM） 
（Health checkup based soil borne  

disease management） 
ヒトの健康診断の発想に基づく土壌病害管理 

 土壌消毒剤使用の問題点 
スケジュール的に地域全体で使用され
るため、使う必要のない圃場にも使用 

圃場の発病しやすさを診断し、評価結果
に応じた対策でムリ・ムダのない病害管理
で土壌消毒剤の適正利用を図る必要 

使用要否判断のための診断・評価法が
必要 

ヘソディム 
により解決 

研究目標 

土壌消毒剤を対策に用い
ている各種土壌病害の 
診断・対策支援技術を開発 
 
 
マニュアル（ヘソディムマニ
ュアル）の作成 
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